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TTS合成音作成Webアプリの開発研究
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■ 研究の概要
　クラウド型のTTS音声合成サービスとしては、
Amazon Polly、Google Cloud、IBM Watson、
Microsoft AzureのAudio Content Creationが世界を
リードしています。また、これらサービスにより生成
される合成音には、ニューラルネットワークを利用
した新しい音声が含まれ、既存のスタンドアローン
タイプのTTS合成音声システムの音声品質をはるか
に凌駕するものとなっています。ところが、Google 
CloudとIBM Watsonのサービスについては、利用者
がプログラミングを行うかコマンドラインを使用し
ないことには合成音の生成ができません。このため、
本プロジェクトでは、これら2つのサービスについ
て、GUI環境でテキストを入力することでTTS合成音
を生成し、合成音声ファイルのダウンロードを可能
にするWebアプリを開発しています。

■ 他の研究／技術との相違点
　既存のスタンドアローンのTTS合成音生成アプリは非常に高価ですが、上記のWeb Service系TTS音声
合成システムを利用すれば極めて安価にTTS合成音の生成が可能です。また上記4つサービスでは、いずれ
も韻律制御には世界標準のSSML（Speech Synthesis Markup Language）が使用可能です。

■ 今後の展開、実用化へのイメージ
　TTS音声合成技術のおかげで、オンライン授業用講義音声が容易に作成可能となりました。音声を
PowerPoint等スライドに埋め込む、LMS中に埋め込む、動画のvoice-overとして利用する等、オンライン、
対面を問わず教育分野での音声の利用が飛躍的に簡単になってきました。もちろん、TTS合成音声は産業
界等でも研修用教材中に利用可能です。また、これら最新のTTS合成音声は、交通機関や官公庁などの各種
アナウンスメントにも利用できる等、幅広い活用が期待でき、利用コストも極めて小さくできます。
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■ 研究者から一言
　4つのTTS音声合成システムは、ほとんどの主要な世界中の言語をカバーし、特に英語については使える
音声が多様です。日本語の音声も利用可能であり、品質も向上してきています。

図１　開発中のWebアプリのページ例
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